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用語集 
 

ADM 組織内のケムウォッチシステムのドメイン管理者 

ADG オーストラリア危険物コード 

AuthorITe SDS作成アプリケーションモジュール 

CAS 化学物質要約 

CHEMTOURAGE サービスデスクサポート、ケムウォッチ・アントラージュ 

CREDITE POSTERI CREDOモジュール／物理的特性 

CW No ケムウォッチ番号 

DG 危険物 

EINECS 欧州既存商業用化学物質目録 

GHS 危険有害性化学物質の分類およびラベル表示のための世界調和システム 

LOC 懸念物質リスト 

NFPA 米国国家火災防護協会 

OEL 職業曝露限界値 

PPE 個人用保護具 

PKG 危険物の容器等級 

PTN プロジェクト追跡番号 

SMARTSUITE スマートベンダー、ゴールド、ミニSDS、緊急対応モバイルアプリ 

SR 危険物のサブリスク 

SOP 標準作業手順書 

SUSMP オーストラリアの医薬品および毒物の分類 

UGD ユーザーゴールドデータ 

UI ユーザーインターフェース 

UN 国際連合 

VGD ベンダーゴールドデータ 
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AuthorITe ユーザーガイドについて 
 
AuthorITeユーザーガイドは、ケムウォッチの最新の化学物質管理システムの新開発に基づいています。このガ

イドでは、AuthorITe製品 パッケージ内のさまざまなモジュール機能に焦点を当てています。  

ガイド内では、特定のアクティビティを強調するためにモジュール機能、アイコン、およびボタンが使用され、それ

ぞれのトピックに対する手順型タスクが提供され、システムの使用方法を学ぶための参考資料となっています。 

 

モジュールの特徴 

  Credo 製品グリッド 

文書  インポート履歴 

 
 印刷 

          ハザードアラート 
法規制アラート 

 ライブヘルプチャット  フォームス（フォームビルダ） 

出版  編集機能 

 

情報参照 

情報アイコン は各トピックやセクション内で追加情報を提供するために使用されます。  
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アプリケーションについて 
 

この新しいケムウォッチシステムは、安全データシート (SDS) 作成のための化学物質管理スイート

の最新の提供です。ユーザー体験の向上を目指し、よりシンプルで直感的なナビゲーションが可

能でありながら、企業や組織が労働安全衛生要件に従ってSDSを作成および管理できるよう設計

されています。このクラウドベースのSDS作成ソフトウェアは、毒性、環境毒性、環境影響、輸送関

連情報など、化学物質の規制分類ツールを幅広く提供します。 ​
企業は、製品の配合や成分などの機密情報への第三者のアクセスを避けたいと考えています。

このツールは、第三者への情報公開なしで、企業が自社の混合物に対するSDSを作成できるよう

にし、SDSデータの完全な管理を可能にします。​
リリース関連のアップデートは、現行機能の改善や新しいコンポーネントの追加を目的としていま

す。マイクロサービスフレームワークを使用し、システムコンポーネントの独立したデプロイと迅速

な変更の実装が可能です。更新されたデータは地域別に提供され、特定の法域に適合する安全

性と互換性が確保されます。 

 

ブラウザについて 

ブラウザ名 推奨ブラウザ 推奨度 

 Google Chrome 
最新版のGoogle Chrome 

     

  Firefox 
最新版のMozilla Firefox  

     

 Edge 
最新版のMicrosoft Edge 

     

Safari  
最新版のSafari 

     

 

 

 

対応OSはWindowsおよびMac PC（インターネット接続必須）であり、スマートフォンおよびタブレット
では完全なサポートはありません。 

スマートスイート モバイルアプリ 

ケムウォッチは、iOSおよびAndroid用の独立したモバイルアプリを標準アプリライセンスの追加

パッケージとして提供します。スマートスイート・モバイルアプリの機能はリスクアセスメントの管

理、化学物質の在庫管理 (バーコード使用)、健康と安全に関する広範な情報へのアクセスです。 

このアプリは、情報へのアクセスを一箇所に集約するワンストップショップとして機能します。 
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モバイルアプリ 特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマートスートアプ

リ　化学品管理

モード 

 

●​ スマートベンダー ベンダーSDS 

●​ スマートゴールド   ケムウォッチSDS 

●​ スマートミニ  ハザードサマリーSDS 

●​ スマートER  Emergency Report 

●​ スマートCobra  リスクアセスメント 

●​ スマートラベル  化学品ラベル 

 

スマートスートアプ

リ　資産管理モード 

 

 

●​ 検索 検索エンジン 

●​ インベントリー 製品リスト 

●​ 調整 調整と在庫管理 

●​ 設定 特徴とモバイル設定 
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ユーザーログイン 
 

ケムウォッチシステムはオンラインでアクセス可能であり、アクセスはドメインの管轄に基づいて

地域サービスによって提供されます。システムの手動ログインメインページには以下の要素が含

まれています。 

●​ チャットアントラ―ジュ 

●​ ユーザーログイン：アカウント、ユーザー名、パスワード 

●​ 新着情報 

●​ X (旧Twitter) パネル 

 

項目 機能 説明 

設定保存 

 

ログイン情報を保

存 
選択すると、ブラウザが以前のログイン情報を記憶します。 

 
パスワードの変更 この機能により、パスワード変更用の自動メールが送信されま

す。ユーザーは新しいパスワードを再設定する必要があります。 

 リンクの登録  次回開催されるウェビナーへの登録フォームを開きます。 

 
スキルレベル システムの基本機能から高度な機能までを選択可能なスキル

メータです。 

 
チャット 側面にある縦型バーを使用すると、ユーザーは所属するチーム

の担当者とチャットできます。これらのチームは、部門別のオンラ

インサービスに対応しており、年中無休で24時間利用可能で
す。ユーザーは、インスタントメッセージを通じて質問をしたり、問

い合わせを送信したり、問題のトラブルシューティングを行うこと

もできます。 

X  X-ケムウォッチ　
フィード 

X（旧Twitter）を使用して、ケムウォッチが投稿、ニュース、画像を
共有します。 
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シングルサインオン (SS0) 

ケムウォッチシステムでは、以下の2つの認証オプションが提供されています。 

●​ 手動ログイン 

●​ シングルサインオン (SSO) 

認証モード 説明 

手動ログイン 

 

  

ユーザーの手動ログインでは、次の情報が必要になります。 

●​ アカウント名 

●​ ユーザーログイン 

●​ パスワード 

シングルサインオン 

 

       

このオプションは、組織のユーザーへの参照を含む外部リポジトリに対してユー

ザーを認証するためにデータベースで使用できます。外部認証方法を使用する

場合、ユーザーとそのパスワードのみが外部化され、その他のすべてのデータ 

インテグレーター権限はケムウォッチのデータベース リポジトリ内に残ります。 

 

ケムウォッチシステムへの手動ログインでは、ドメインアカウントを使用した3要素認証モードが必

要です。このセキュリティ対策により、ユーザーはアプリケーションへの安全なアクセスが保証さ

れます。  

SSO（シングルサインオン）は、単一のログイン資格情報を使用して、複数のアプリケーションや

サービスにアクセスできる認証プロセスです。ユーザーは1回ログインするだけで、連携されたす

べてのシステムにアクセスできます。各サービスごとに個別のユーザー名やパスワードを入力す

る必要がありません。SSOを利用することで、一度のログインで複数のアプリケーションにアクセス

可能となります。また、覚えるパスワードの数が減り、使いやすさが向上し、管理するパスワード

の数が少ないため、セキュリティリスクが軽減されます。SSOの導入により、組織全体の効率性と

安全性が向上し、ユーザーエクスペリエンスが向上します。 

 

 

  
ウェビナー登録 

ケムウォッチのログインページから、今後のウェビナーに登録することができます。ログインペー

ジでページ下部にある「登録」リンクをクリックし、選択したウェビナーに登録するための詳細を記

入してください。 
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ユーザーの役割、権限、インターフェース設定、およびフォルダーの権限​
管理者はシステムへの完全なアクセス権と管理権限を持ち、ユーザー管理、ユーザーインター

フェース設定、SDS設定、およびその他のモジュール設定でユーザーのアクセス権と権限を構成

できます。 

システム設定のユーザー管理モジュールでは、管理者がユーザー、グループ、役割を作成およ

び変更し、フォルダーの権限と特権を割り当てることができます。 

以下の表の機能より、ご自身のログインに適用されるユーザープロファイルの種類を確認してください。会社内

のドメイン管理者から提供された情報をご参照ください。ユーザー権限が不明な場合は、会社内のケムウォッチ

担当者にお問合せいただくか、customerservice@chemwatch.netまで電子メールでご連絡ください。 

以下の表は、ドメイン管理者、管理者、ベーシックユーザーの役割とそれぞれの説明をまとめた

ものです。 

機能 ユーザープロ

ファイル 
説明 許可 

 ドメイン管
理者 

第一管理者 システム全体にア

クセス 
システム全体への読み書き権限を持ち、ユー

ザーおよびそれぞれの権限、製品、ユーザー

アクセス管理を設定することが可能。 

管理者 
フォルダーお

よび在庫管理

（読み書き権

限） 

フォルダーや在庫

／マニフェストの

管理 

フォルダーや製品を編集する能力、割り当てら

れたロール権限へのアクセス、データの管理、

レポート生成、ダッシュボード、ドキュメントフィ

ルターツール、その他多くの機能や特徴の利

用。 

ベーシック 

通常レベル

（閲覧のみ） 
アクセスや閲覧に

制限 
データの閲覧、製品検索等、権限はドメイン管

理者によって設定される。 
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アプリケーションの管理者（会社内の担当者）がシステムへのアクセスを認証します。特定の機能へのアクセス

に関するユーザーインターフェースに関係した質問は、helpdesk@chemwatch.netまでお問合せいただくか、

チャットを通じてチケットを送信してください。 

ログイン 

初回利用者には、システムのウェブリンク、ログイン情報、および一時パスワードを含むウェルカ

ムメッセージがメールで通知されます。情報を入力すると、有効期限が切れる前にパスワードを

変更するよう表示されます。 

 

Steps: ログインの仕方 
 

1.​ アカウント名を入力 

2.​ ユーザー名を入力 

3.​ パスワードを入力 

4.​ ログインボタンをクリック 

 

 
ログインに成功すると、AuthorITe はドメイン管理者によって適用されたユーザー設定に基づき、特定のモジュー
ル要素、機能、およびツールが表示されます。 
 

メイン画面の要素 

以下の画面は、システムの高度な利用者向けに、機能メーターを最大スケールに設定した場合

のユーザーインターフェース要素、モジュール、機能を表示しています。 
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AuthorITeのホームモジュールの主要要素 

UIコンポーネント 説明 
モジュール 製品のモジュール、機能、および操作機能 

Credo ユーザーはドロップダウンリストからユーザーインターフェースの言語を設定可能 

検索 簡易、詳細、クエリビルダの3つの検索モード 

製品グリッド 製品の表示、ドキュメントおよびアラートへのアクセス 

トップツール ツアー、Eラーニング、用語集、掲示板、ChemCollege、マニュアル、ログアウトへの
アクセス 

ツールバー 製品／アーカイブ、インポート履歴、フレーズライブラリ、プリントアウト（印刷、メー
ル送信、ダウンロード） 

ライブヘルプチャット テキストメッセージによるオンラインサポート 

ページごとの項目 ページネーションを使用して表示される製品の数 

ページネーション ページ単位で製品リストを表示 

 

 

 

 

ガイダンスについて  
 
AuthorITeのユーザーインターフェースには、Eラーニングガイド、ユーザーガイド、用語集、掲示板、

ChemCollege、ログアウトなど、情報および学習のためのガイダンスツールが含まれています。これらの情報に

アクセスするためのボタンは、ユーザーインターフェースの右上のバーに配置されています。 

 

システムには以下のリンク付きボタンが含まれています： 
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●​ Eラーニング 

●​ 用語集 

●​ 掲示板 

●​ ChemCollege 

●​ マニュアル 

●​ ログアウト 

 各コマンドの説明は以下の通りです。 

便利なツール 情報ツール 説明 使用目的 

 
Eラーニング システムについてのオンラ

イン学習にアクセス 
AuthorITeの使い方を学
び、システムの知識を
深めることができます 

 
掲示板 ケムウォッチの掲示板 世界各地域の規制情報

の更新、危険アラート、
技術ノートなどを提供 
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便利なツール 情報ツール 説明 使用目的 

 
ChemCollege ケムウォッチの短期講座 LMS（学習管理システ

ム）へのログインを通じ
て学習者や学生が講座
を受講できます 

 
マニュアル システムのユーザーガイド このボタンをクリックし

て、マニュアルをダウン
ロードしてください 

 用語集 ケムウォッチの用語集 用語の説明を検索し、
詳細を学ぶことができ
ます 
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便利なツール 情報ツール 説明 使用目的 

 
ログアウト システムからのサインオフ アプリケーションからロ

グアウトし、ログイン画
面に戻ります 
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ヘルプとサポートについて 

AuthorITeは、ライブヘルプパネルを提供しており、ユーザーが即座にオンラインサポートを受け

たり、苦情、問題、バグ、エラー、および質問を以下のツールを通じて送信することができます。 

ヘルプツール 説明 

 

 ライブ

チャット 

アプリケーションには右下隅にライブヘルプチャットパネルが設置されており、24時間365

日、オンラインでChemwatchのサポートを依頼することができます 

 アントラ―
ジュ  

ケムウォッチのサポートサービスチームに連絡できます。チャットオプションはライブ

チャットルームに接続し、メール機能を使用して、Chemtourageパネルを通じて特定のサ

ポートチームに直接問い合わせを送信できます 

 電話 

ケムウォッチのCRM（顧客関係管理システム）と連携した着信および発信通話により、サ

ポートチームがフォローアップのためのチケットを作成し、提出された問い合わせに関す

る最新情報を提供することで、サポートサービスを向上させます 

  Eメール 

ヘルプおよびサポートメールはケムウォッチの顧客サービス管理システムと連携してお

り、サービスチームがトラブルシューティングを行い、フォローアップ用のチケットを作成

し、提出された問題や苦情に関する最新情報を送信できます 

 

ログイン中のユーザーは、アプリケーションの右下隅にライブヘルプチャットおよびアントラ―ジュ
パネルを見つけることができ、クエリや問題への対応を容易にします。  

 

これらのパネルは、初期状態では折りたたまれた形で表示され、展開すると以下の機能が利用
可能です: 

●​ オンラインチャットでサポートを受ける 
●​ アントラ―ジュを通じてメールを送信する 

ヘルプおよびサポートに関連するツールの詳細な説明を以下に示します。 
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サポート 機能 説明 

ライブチャット 

 

テキストでのやり取り

によるヘルプとサポー

ト 

チャットフォームを使用して即時サポートを依頼した

り、ケムウォッチに問い合わせを送信します。フォ

ローアップが必要な問い合わせには、進捗を追跡す

るためのチケットが発行され、問題が解決するまで追

跡されます 

 

ケムウォッチアントラ―
ジュ 

チャットを依頼または

メールを送信し、お問

い合わせ 

このパネルを使用してメール機能を通じて問い合わ

せを送信したり、ケムウォッチのサポートサービス

チームとチャットを行います 
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サポート 機能 説明 

 

 

Steps: チャットパネルの使い方 

情報編集パネル 

1.​ ライブヘルプチャットボタンをクリックする 

 

 

 
2.​ 情報編集パネルに必要な情報を入力する 

●​ 名前 

●​ Email 

●​ 電話番号（任意） 

3.​ 保存 ボタンをクリック 
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4.​ 質問や問い合わせ内容を入力 

5.​ チャットアイコン をクリックするか、

キーボードの「Enter」キーを押して送信 

6.​ ケムウォッチのオンラインサポートチー
ムメンバーが、あなたの質問や問い合

わせに回答します 

7.​ 会話が終了したら、チャットパネル右上

の最小化ボタン を使用してチャットを

閉じる 

 

 
ケムウォッチ　サポートツール 

ケムウォッチチームは、以下のチャット関連ツールを使用して、アプリケーションの問題や問い合

わせに対してより良いサポートとナビゲーションを提供します。 

 

ツールタイプ 使用方法 

スクリーンショット サポートチームは、タスクの実行手順を提供するために、チャットメッセージ欄内でスク

リーンショットを共有する場合があります。提供された画像をクリックすると、スクリーン

ショットをフルサイズで表示できます 
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ツールタイプ 使用方法 

リンク サポートチームは、より詳しい情報を参考にするために、ナレッジベースの記事やドキュメ
ントのリンクをチャットメッセージ欄内で共有する場合があります。リンクを使用して詳細を
開いたり、利用可能なドキュメントをダウンロードできます 

 

 

  

 

一般的なチケットの流れは以下の通りです。 

 

ケムウォッチ　アントラ―ジュについて  
 

ケムウォッチは、アントラージュ（Chemtourageとも呼ばれる）というサービスを開発し、比類ない個

別サービスへのコミットメントを継続しています。 
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ログインページには、以下の各専門分野に対応するアントラージュサービスチームが表示されま

す  

●​ カスタマーサービス 

●​ ヘルプデスク 

●​ プロジェクト 

●​ 化学者 

●​ 法規制 

●​ ITサポート 

アントラ―ジュについて 
 
ビジネスユニットのサービス 

顧客サービス　サポートチーム 

クライアントアカウント管理、SDS取得リクエスト処理、SDSアップロード・更新、システムセットアップ、顧客展

開、苦情対応、トレーニングリクエスト。問い合わせシステムに登録されたトラブルチケットは、タイムリーな

対応を保証します。カスタマーサービスコーディネーターが必要に応じてチーム全体の対応を調整します 

CEHMIST　サポートチーム 

SDS作成、緊急対応、Gold SDSレビュー、SDS詳細問い合わせ、DOCGEN技術的クエリ、WeWrites、化学在

庫監査 

HELPDESK　サポートチーム 

各アプリケーションの使用方法 に関するサポート、トラブルシューティング、バグ、エラー、改善要望、

SDSデータに関する問い合わせのチケット登録  

REGULATIONS　サポートチーム 

一般的な規制対応、ラベル作成およびカスタマイズに関する問い合わせやアドバイス。特定のSDSに関する

問い合わせは、まず化学者チームに提出してください 

ITサポートチーム 

AuthorITeアプリケーションへのアクセス、セキュリティ、クライアント側のIT関連要件などの技術的問題に対

応。 アプリケーション使用に関する特定の問い合わせは、まずヘルプデスクに登録してください 

プロジェクト　サポートチーム 

在庫アップロード、マニフェストアップロード、SDS取得および登録など、プロジェクトに関連するPTN（プロジェ

クト追跡番号）に関する問い合わせを管理します 

  

ライブチャットを使用してヘルプデスクへの問い合わせや質問を提出する手順 

Steps:  アントラージュでの問い合わせの送信方法 
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1.​ ケムウォッチ アントラージュパネルを開く 

 

 

2.​ サービスチーム（例：HELPDESK）をクリッ

ク  

3.​ 表示された画面からチャットアイコン

を選択 

4.​ テキスト欄にメッセージまたは質問を入
力  

5.​ キーボードのEnterキーを押すか、送信

アイコン をクリック 

6.​ 自動化されたチャットボットメッセージが
表示され、チャットの開始時に必要な情

報を入力する簡易フォームが提示され

る  

 

 
 

 
ライブヘルプチャットフォームに詳細とメッセージを入力
すると、サービスチームのメンバーがすぐにリクエストに
対応します。 

 

 

チャットを終了すると 
 

ケムウォッチのチケットシステムを初めて利用する場合、アクティベーションのメール通知が送信
されます。メールに記載されたアクティベーション情報に従い、サインアッププロセスを完了してく
ださい。これにより、チケットシステムポータルへのアクセスが可能になり、パスワードを設定する
よう求められます 
 

アントラージュを通じてメールを送信する 
 

アントラージュのメール機能を使用して問い合わせや質問を送信する方法は以下の通りです 

 

 

Steps: アントラージュサービスを通じてメールを送信する方法 
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1.​ ケムウォッチ アントラージュパネルを開く 

 

 

2.​ サービスチーム（例：HELPDESK）をクリッ

ク 

 

 

3.​ 表示されたサービスデスクプロファ

イルからメールアイコン を選択  

4.​ 件名またはタイトルを変更して、件名に
内容を記入 

5.​ コメントまたは質問をテキストフィールド
に入力 

6.​ 送信ボタン をクリックして問い合

わせを提出 

 

 

 

 

メールで問い合わせを送信すると 
 

アントラージュを通じて送信されたメール問い合わせは、該当するケムウォッチのサービス部門

の専門家に送信され、チケットとして処理されます。 

一般的なヘルプおよびサポートに関してはhelpdesk@chemwatch.netに連絡するか、チャットパネルを使用して

問い合わせを送信してください 
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はじめに 
 

本章の主な目的は、AuthorITeを使用して、特定の成分に基づいて製品の混合物を作成し、レ
ポートを生成する方法を説明することです。 

 

 
●​ 混合物、化学成分、物理的特性の特定 

●​ メーカー情報の入力 

●​ 成分、割合（%）および物理的特性  

●​ 成分レビューおよび分類レビュー   

●​ 危険有害性分類の抽出 

●​ 危険物分類データの入力 

●​ 自動提案による危険物分類情報の生成 

●​ 成分のSDS（安全データシート）の作成およびその他の文書の生成 

●​ SDSの編集 

●​ SDSの発行 

●​ 発行履歴 

●​ フレーズライブラリー 

●​ 多言語でのSDS  

  

   

SDSの作成は複雑な作業になる可能性がありますが、AuthorITeを使用すれば、必要なすべての
情報が入力データとして利用可能な場合、商品や混合物の公式SDSを編集および作成するプロ
セスを円滑に進めることができます。混合物の作成は、2つ以上の物質または化学品を組み合わ
せ、それ自体の特性を持つ特定の製品を作り出す作業を指します。このプロセスの入力データ

は、Credoフォームを通じて収集されます。このフォームには、混合物に関する必要な情報を成分
に基づいて入力するためのタブがあります。 

●​ 商品識別 

●​ メーカー情報 

●​ Credite Posteri (物理的特性) 

●​ 成分レビュー 

●​ 毒性／刺激性 

●​ 分類レビュー 

●​ 危険物 
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入力された情報は、混合物の成分に基づいて、危険有害性または危険物分類を計算するために

使用されます。混合物の作成には、それぞれの化学成分とその割合（%）組成を含む複数の成分
が必要です。システムは、製品に関する危険有害性評価や温室効果ガス排出評価を含む、混合

物に関連するデータをグリッド形式で提供し、SDS（安全データシート）やその他の関連データを作
成します。 

 
危険有害性評価 

作成されたSDSは、ケムウォッチの危険有害性評価基準に基づき、色分けされています。 

  
●​ 可燃性 
●​ 毒性 
●​ 身体接触 
●​ 反応性 
●​ 慢性影響 

 

全てのフォーマットはGHS、REACHに対応しており、中国語、日本語、ハングルなど、約50の言語
に対応しています。SDSのフォーマットや地域による設定についてはこのガイドで後程説明しま
す。 

色 危険有害性評

価 

危険有害性アイ

コン  

危険有害性の意味 

グレー 
  

None 

青 
  

Low  

 

黄 
  

Moderate  

 

オレンジ 
  

High  

 

赤 
  

Extreme 

 

 
温室効果評価 
 
温室効果ガス排出評価（スコア）は、製品、プロセス、または企業が排出する温室効果ガス（GHG
）の量に基づき、環境への影響を評価および比較する指標です。この評価は、製品や活動に関
連するカーボンフットプリントを把握し、消費者、企業、および規制当局がこれを評価するために
役立ちます。主な温室効果ガスには、二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素が含まれます。 
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この計算は全成分に対する割合をもとに行われます。  
 

 
 

 
 
この評価は、環境に配慮した選択を促進する指針となり、持続可能な代替案を特定することで、
排出削減を奨励します。通常、この評価システムは段階的にスケール化されており、評価が低い
ほど排出量が多く、評価が高いほど環境に優しい選択肢であることを示します。 

 

1.1 化学品情報タブ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データポイント 説明 備考 

このタブは、製品の混合物を識別するためのデータ入力オプションです。なお、一部のデータポイント（例: 発

行日、用途、同義語など）は、データベースから自動的に取得されます 
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データポイント 説明 備考 

製品名 混合物の名称 混合物の名称です。この項目は必須です 

製品番号 混合物に割り当てられた製品番号 任意 

REACH登録番号 化学物質の登録、評価、認可および制

限に関する欧州連合規制（REACH） 

このフィールドには、純粋な化学物質

に対してREACH登録番号を入力する必

要があります（任意） 

REACH登録番号は、欧州GHS SDSのセクショ

ン1で確認できます 

ただし、内部使用向けの混合物を作成する

場合には、必須ではない場合や、利用可能

でない場合があります 

発行日 発行日 この項目は必須です 

CAS番号 純粋な化学物質にのみ適用されます 材料が純粋な化学物質であり、CAS番号が利

用できない場合は「利用不可」と入力してくだ

さい 

EC番号 物質に割り当てられる欧州委員会番

号 

EEC番号はSDS（安全データシート）のセクショ

ン1で確認できます。純粋な化学物質にのみ

適用されます 

UFI番号 

UFI生成 

欧州経済領域（EEA）市場で適用されま

す 

UFIジェネレーター - UFI番号を生成しま

す 

UFIは、危険な混合物を含む製品の義務的な

報告に使用される16文字のコードです。デー

タが見つからない場合、このフィールドは空

白のままにしてください 

推奨用途／使用

上の制限 

製品の用途の定義 このフィールドは、混合物の用途または目的

を入力するための「テキストフィールド」です  

REACH用途 REACH規制に基づく用途 ヨーロッパに適用されます。このフィールドを

クリックして、REACH用途ウィンドウおよびカテ

ゴリのドロップダウンを開きます。使用が推奨

されない場合は、赤いシンボルをクリックして

選択してください 

同義語 混合物の別名または貿易名、製品番

号 

混合物に適用される同義語を入力してくださ

い（任意）。このフィールドは空白のままでも

構いません 

 

 

 

1.2 メーカー情報タブ 
 
SDSにはメーカー情報を記載する必要があります 

 
●​ 会社名 
●​ 住所 
●​ 電話番号 
●​ 緊急連絡先 
●​ Eメール 
●​ ウェブサイト 
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データポイント 説明 Notes  

メーカー（ベンダー）情報を入力するタブです。お客様の会社の情報を入力してください 

会社情報 会社名や詳細情報。会社情報を追加

する場合は＋アイコンをクリックしてく

ださい 

混合物を製造する組織の名前や詳細を入力

します。この情報はSDSに表示されます 

 

1.3 Credite Posteriタブ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

データポイント 説明 備考  

このタブでは混合物の原料と物理特性データを入力します  

 

名称/CAS番号お

よび割合 

原材料とその含有率（％） 混合物の原材料とそれぞれの割合（％）を入

力します 

物理特性 混合物の状態、水溶性、外観、その他

の利用可能なデータポイント 

物理特性が利用可能でない場合は空欄にす

ることもできます 

 

1.4 成分レビュータブ 
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データポイント  説明 備考 

このタブでは、混合物の計算に必要なデータを入力できます。データが利用可能な場合、GHS（デフォルト設

定）またはEUのC&L（分類およびラベリング）分類を使用して計算が行われます 

成分の配合割合を隠すことができます。自動サニタイズ機能をオン またはオフ に切り替えることで

調整することが可能です 

 

C&L  ヨーロッパの分類とラベルインベ

ントリー 

混合物の分類は、C&Lインベントリ

（分類およびラベリングのデータベー

ス）を使用して計算される場合があり

ます。 

「オン」にすると、欧州分類およびラベ

リングが表示されます。物質の分類

データが存在する場合、最も一般的

な分類が表示されます。 

成分非表示  成分非表示または自動非表示 混合物の成分および割合の正確な

配合を隠すことができます 

 

1.5 毒性/刺激性タブ 
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データポイント 説明 備考 

このタブは、混合物の毒性や環境毒性情報が利用可能な場合に入力できます  

 

毒性 製品の毒性情報を入力 毒性データ：経路、種、ばく露の種類、値を入

力します 

環境 製品の環境毒性情報を入力 環境毒性データ：種や期間、ばく露の種類、

値や単位を入力します 

 
 
 
 
 
 

1.6 分類レビュータブ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

データポイント 説明 備考  

このタブでは、入力された混合物のデータに基づいて表示された分類を確認したり変更することができます 

生成  混合物の成分に基づいてGHS分類

コードが生成されます 

各危険性/リスクコードの横にあるチェック

ボックスを使用して、分類コードを確認できま

す 

解除  
削除された分類コードは、削除オプショ

ンを選択することで表示されます 

削除された危険性/リスク分類コードを表示す

るには、このオプションを選択してください 

ユーザー設定

 

ユーザーが選択した分類コードを表示

します 

ユーザー定義のオプションを選択すること

で、ユーザーが選択した分類を表示できます 

危険物有害性試

験結果 
また、このリンクを選択すると、ハザー

ドテストウィンドウが開き、ハザード分

類、Hコード、健康有害性試験を選択/

入力できます  

デフォルトで識別された危険性は、対応する

チェックボックス項目にマークされます。この

オプションを選択すると、それぞれのHコード

を入力し、各危険性カテゴリの健康有害性試

験を入力できます 
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1.7 危険物タブ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

データポイント 説明 備考  

このタブでは、危険物分類が利用可能な場合、混合物のデータを入力できます 

 

国連/識別番号  国連番号の簡易検索 主要成分の国連番号（UN番号）を検索し、割

り当てます 

危険物クラス 危険物クラス ドロップダウンリストから主要成分に適用され

る危険物クラスを選択し、割り当てます 

サブリスク1, 2 危険物サブリスク1, 2 輸送規則に従って、主要成分に適用される

危険物サブリスク1および2を割り当てます 

容器等級 梱包指示に従った主要成分の危険物

容器等級 

梱包指示に従って、主要成分の危険物容器

等級を割り当てます 

毒物リスト オーストラリアの薬品および毒物を管

理する分類システムに基づいた毒物ス

ケジュール 

オーストラリアの薬品および毒物を管理する

分類システムに基づき、主要成分に毒物スケ

ジュールを割り当てます。この情報により、混

合物を毒物として識別できます 

品名 危険物分類に関連する出荷名を主要

成分に基づき割り当てます 

主要成分が危険物として分類されている場

合、適切な出荷名を指定します 

N.O.S Ing lookup 混合物の適切な出荷名へのリンク  混合物に含まれる多様な危険成分に適用さ

れる適切な名前を、UNリストで検索するため

のリンクを使用します 

 

1.8 SDS作成および発行のプロセスフロー 
 
SDS（安全データシート）の作成および発行プロセスでは、最終的なSDSを完成させるために、いく

つかのアクションポイントを経る必要があります。  
 
SDS作成の流れ 
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Credoフォームのデータをすべて入力すると、送信ボタンにより最初のドラフトSDSを生成すること

ができます。このドラフトにはバージョン番号（0.1）が付与されます。作成されたSDSは、編集
機能を使用してさらに編集することが可能です。 
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2.0 製品のSDSを作成する 
 
この章で主に学ぶことは、CREDOを用いた混合物のSDSの作成方法です 

 
●​ CREDOフォームのデータ入力方法 

●​ グリッドデータの統合 

●​ 製品の分類を理解する  

●​ アラートアイコンについて  

●​ SDS編集機能の使い方 

●​ フレーズライブラリーのCPsの使い方 

●​ 作成したSDSの翻訳 

●​ SDS設定 

●​ SDSの発行と作成したSDSのバージョン 

●​ SDSの編集 

●​ 懸念物質 

●​ 履歴 

  

   
混合物の作成は、2つ以上の物質または化学成分を組み合わせ、それぞれの特性を持つ特定
の製品を生成するプロセスです。SDSの作成は、システム内で指定されたプロセスフローに従い、
Credoフォームに関連データを入力してSDSを生成し、発行することを指します。 

 
概要 
 
混合物の作成では、各成分の化学的な割合（%組成）を考慮します。Credoフォームには以
下のタブがあります 
 

●​ 化学品情報 
●​ メーカー情報 
●​ Credite Posteri (物理的特性) 
●​ 成分レビュー 
●​ 毒性/刺激性 
●​ 分類レビュー 
●​ 危険物 

 
以下のページでは、各フォームタブを使用してデータを入力し、最初のドラフトSDSを生成する方
法を示します。 

 
 

2.1​製品や混合物の分類 
 
混合物の分類とSDSの生成方法を示します。混合物の分類を生成するには、基本的な情報が必
要です。この例では、化学組成と割合が異なる少なくとも2つの成分を使用します。 
 

Steps: 混合物を分類し、文書を生成する 
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製品識別の詳細 
 

1.​ CREDOモジュール をクリックする 

2.​ ヘッダーの矢印 をクリックし、化学品情報

タブを開く 

3.​ 製品名を入力します。この項目は必須です 

4.​ 発行日をカレンダーから設定する  

5.​ 該当する場合は、値オプションを選択し、CAS番

号を入力します。CAS番号が利用できない場合

は、適切なオプション（例: データ無しまたは無し

を選択します） 

6.​ 推奨用途欄に混合物の用途を入力します 

 
Product Identification Details Form 

 
 
 
メーカー情報 
 

7.​ ヘッダーの矢印 をクリックし、メーカー情報

タブを開く 

8.​ 自己 スイッチにより会社情報の詳細を追加

するか、ペンアイコンを使用して既存の詳細（会

社名、住所、電話番号、緊急時連絡先、メールア

ドレス）を編集します 

Manufacturers Details Form 

 
 
Credite Posteri詳細 (物理特性) 
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9.​ ヘッダーの矢印 を開いてCredite Posteriタ

ブを開く 

10.​原材料１を化学物質名またはCAS番号を入力

することで入力する。データベースより選択す

ると、自動で入力されます 

11.​含有率をパーセンテージで入力する 

12.​混合物の物理状態（個体、液体、気体など）をド
ロップダウンリストより選択する 

13.​混合物の水溶性をドロップダウンリストより選択
する 

14.​混合物の外観（無色など）をスクロールしてその
他 から選択する 

Credit Posteri (Physical Properties) 

     
 
 
 
 
 
成分レビュー 
 

15.​ヘッダーの矢印 をクリックして成分レ

ビュータブを開く 

16.​ EU分類を表示させる場合はC&Lスイッチをオ

ンにする  

17.​成分非表示設定をオンにすると原材料名や濃
度を修正できる 

18.​成分を追加するをクリックするとさらに情報を追
加できます 

 

 
Review Ingredients 
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分類レビュー 
 

19.​ヘッダーの矢印 をクリックし、分類レビュー

を開く 

20.​混合物のGHSハザードコードが原材料とその

濃度より生成される。推奨されるハザードコー

ドにはチェック が入っている  

任意：チェックボックスにチェックを入れることで

ユーザー設定によりハザードコードを追加するこ

とができます 

21.​任意：チェックボックスのハザードコードから
チェックを解除することで、ハザードコードを削除

することができます  

 

Review Classification 

 
 
危険物 
 

  
 
 

1.​ ヘッダーの矢印 をクリックし、危険物タブを

開く 

2.​ 主な原材料を元に国連/識別番号、危険物クラ

ス、容器等級を入力する 

 

3.​ 送信ボタン をクリック。ハザードコードに

よってはSTOT Selection画面が表示されるので、

影響を受ける区分を選択し、ばく露経由も選択す

る  
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任意  

提案ボタン をオンにして送信ボタンを

クリックまたは拡大鏡ボタンをクリックすると、危険

物クラス、容器等級、サブリスクが物理特性に基づ

いて提案されます。  

 

国連番号、危険物クラス、容器等級、品名を選択

すると、自動で挿入されます。  

 
 
 

4.​ 製品リストから文書アイコン を選択し、SDSア

イコン をクリックすると、作成したSDSを表示

させることができます 

N.O.S.Ing. lookupは混合物に含まれる特定の成分に

ついて、適切な輸送名または関連情報を自動入力す

るために設計されています 

 

 
 

 生成された混合物に関して、この混合物は、成分およびその割合（%）の計算結果、および危険物クラ

スに基づき、GHS（化学品の分類および表示に関する世界調和システム）で極めて高い危険有害性 と

して色分けにより分類されます。 

ツールチップは、職場における効果的な健康および安全システムを構築するために、アラートシステムの危

険有害性情報伝達の原則に基づき、危険有害性の概要情報を表示します。 

 

 

すべての最初に生成されるドラフトは、発行日とバージョンから始まります。この重要なデータ

は、対応する列（発行日、発行済み）に自動的に入力されます。 
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2.1.1 SDSを発行する 
 

1.​ UnpublishedからInternal（内部）またはExternal

（外部）発行を選択し、内部または外部発行を

行う 

 
注意：内部発行では会社内でのみ配布可能である

ことにご注意ください  

 
 

2.​ 発行状況バーに表示されるプロセスのステータ
スに注意してください 

3.​ すべての外部発行されたSDSは、外部作成バー

ジョンであることを示す「e」を付けたバージョン番

号が表示されます 

4.​ 文書アイコン にカーソルをあて、SDSアイコン

を選択すると、SDSが表示されます 

 

 

 

 

 

 

内部発行したときの発行状況カラム 

 

SDS を読み込む  

 

作成が成功したSDS 

重要な要素 

●​ 製品名 

●​ SDSバージョン番号 

●​ 発行日 (dd/mm/yyyy) 

●​ 印刷日 (dd/mm/yyyy) 
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●​ 分類ツール (GHS, AUS EN – Australian English) 

●​ 製品番号 (任意) 

●​ 色分けされた危険有害性評価 

 

 

2.2​オーソリティのツールバーとその他の機能 
 

ツールバー 

ツールバーでは、国や言語の変更、SDSの公開、フレーズライブラリの使用、文書の印刷・共有・

ダウンロードができます。 

 
 

危険有害性のコード（Hコード）と危険物分類情報の表示 

 

危険有害性アイコンでは、製品の危険有害性情報を表示します。この色分けされたアイコンは、

どのような危険有害性があるのか、そのレベルがどの程度なのかをアイコンから確認できるた

め、職場での健康や安全の確保に役立ちます。アイコンに記載された危険有害性情報は、『化学

品の分類および表示に関する世界調和システム（GHS）』の分類基準に基づいています。この情

報は、「H」と3桁の番号で表されており、それぞれの具体的な危険有害性について記載されてい

ます。 
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SDSの比較機能 

 

比較機能を使用すると、例えばSDSの最初のバージョンと 2 番目のバージョンを比較して、確認す

ることができます。 

 

 

AuthorITeユーザーガイド version 1​ ​ Page 38 of 72 
Copyright©2024 by Chemwatch. All Rights Reserved 



  ​ ​   

 

 

ミニSDSを多言語で表示 

 

国のドロップダウンを選択して、国リストから特定の国を選択すると、選択した国の公用語でミニ

SDSを確認できます。たとえば、国がフランスの場合、ミニSDSの言語は主な公用語であるフランス

語と英語となります。 

 

 

 

 

AuthorITeユーザーガイド version 1​ ​ Page 39 of 72 
Copyright©2024 by Chemwatch. All Rights Reserved 



  ​ ​   

アーカイブされた製品 

 

ツールバーからアーカイブボタンを選択すると、クレドモジュールからアーカイブ(削除)された製品

が表示されます。 

 

 

ツールバーの製品ボタン 

 

製品グリッドに戻る場合は、ツールバーから製品ボタンを選択します。 

 

 

印刷、共有、ダウンロード 

 

文書/レポートを表示し、ツールバーの印刷、共有、ダウンロードオプションを使用すると、その文

書/レポートが生成できます。 
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製品・混合物に対する感嘆符 

 

情報が更新された成分を含有する製品・混合物のレビュー列に感嘆符アイコン が表示され

ます。 

 

 

2.3 製品グリッド内の文書 

 

SDS がドラフト文書として作成されると、システムは特定の列に自動文書と製品情報の表示を

提供します。製品名列には、生成されたさまざまな文書とその他の評価基準/アラートスコアを提

供する文書アイコン が含まれています。 

 
●​ ミニSDS 

●​ オーディットレポート（GHS分類根拠レポート） 

●​ LOC（懸念物質リスト） 

●​ EPD（環境製品宣言書） 

●​ HPD（健康製品宣言書） 

 

 
 

文書 アイコン 概要 

SDS  安全データシート （第1章～第16章まで記載） 

ミニ 
 

危険有害性情報等が記載され、1ページに要約されたSDS（ミニSDS） 

オーディッ

ト 
 

製品・混合物に含まれる成分のGHS分類根拠が確認できるレポート 

LOC  危険有害性、成分名、CAS番号、各国の法規制リストが表示される 

EPD 
 

環境製品宣言レポート 
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2.3.1 表示文書 ミニSDS、オーディット、EPD、HPD、LOC 

 

以下の手順は、作成されたSDSデータに基づいた、製品・混合物のミニSDSを表示する方法は以

下の通りです。 

1.​ 文書アイコンの上にマウスを移動する 。  

2.​ 文書メニューから、ミニ を選択する。 

3.​ オプション: ミニSDSを英語以外の公用語で確認する

には、国から選択する。 

 

1.​ オプション: 右側のサイドパネルを使用し、

表示する文書を切り替える。(オーディット、

EPD、HPD等)  

2.​ もしくは、 戻るボタンをクリックし、製品グ

リッドに戻り、文書アイコンから別の文書を

選択する。 

 

 

 

 

 

 

オーディットレポート 
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EPD 

 
 

 

 

 
HPD 
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サプライヤー情報のリクエストが使用できます。サプライヤー名とサプライヤーの電子メールを入

力して「送信」ボタンを押すと、リクエストがサプライヤーに直接送信されます。 
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サプライヤー情報の提供が使用できます。サプライヤー名とサプライヤーの電子メールを入力し

て「送信」ボタンを押すと、情報がサプライヤーに直接送信されます。 

 

 
 

2.4 フレーズライブラリにCPコードを追加 

 

フレーズライブラリ機能 を使用して、CPコードを追加することができます。追加したフ

レーズライブラリ情報をSDSと関連づける方法は以下の通りです。 

 

●​ 新しいフレーズを作成 

●​ 既存のフレーズを検索 

●​ SDSにフレーズを追加 

●​ SDSに追加されたフレーズを確認 

 
Steps: フレーズライブラリにCPコードを作成 

 

1.​ ツールバーのフレーズライブラリボタン を

クリックする 

2.​ ユーザー定義コードのフレーズ タブは、フレー

ズライブラリウィンドウにデフォルトで表示され

る 

3.​ フレーズの追加は、作成タブを選択する。 

 

4.​ 言語ドロップダウン矢印から言語（例：フランス
語）を選択する 

5.​ 必須フィールドの *CP コード欄にCPコードを入力

する 

6.​ 編集フィールド内にフレーズを入力する。 

7.​ 作成ボタンをクリックする 

8.​ ユーザー定義フレーズタブを選択し、新しく作成
されたCPコードフレーズを確認する  
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作成されたCPコード 
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選択された言語でユーザー定義フレーズとして、フレーズが追加されました。今まで作成されたフ

レーズが確認できます。 

 

 
 
SDS内にこれらのフレーズを追加することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

LOC – 懸念物質リスト 
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懸念物質リストは、ケムウォッチの法規制データベース（ガレリア・ケミカ）と統合されており、製

品・混合物の成分が世界の懸念物質リスト (LOC) に記載されているかどうかを確認することがで
きます。 

 

1.​ 文書アイコンの上にマウスを移動する  

2.​ LOC アイコンを選択し、懸念事項リストを表

示する 

 

3.​ オプション: 右側のサイドパネルを使用し、別文

書（オーディット、EPD、HPD等）を選択し、表示す

る 

4.​ もしくは、 戻るボタンをクリックし、製品グリッドに

戻り、文書アイコンから別の文書を選択する 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

2.4.1 SDSの編集 - 文章の追加 
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編集モード でSDSに文章を追加できます。 

 
Steps： SDSに文章を追加 

 

1.​ 文書アイコン の上にマウスを移動する  

2.​ SDSアイコン を選択し、SDSを表示する 

3.​ SDS表示画面右上の編集ボタン をクリックす

る 

4.​ SDSメニュー ボタンをクリックする 

 

5.​ 該当するSDSのセクション (例、第4章: 応急処置) 

を選択する 

6.​ 「皮膚に付着した場合」のコンテンツの上にマウス
を移動し、編集アイコンのポップアップをクリックす

る 

7.​ ユーザーフレーズを入力する 

8.​ 編集の保存ボタン をクリックする 

 

 

 
 
SDS編集モード 

 

AuthorITeユーザーガイド version 1​ ​ Page 49 of 72 
Copyright©2024 by Chemwatch. All Rights Reserved 



  ​ ​   

 

 
 
編集モードの保存ボタン 
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2.4.2 SDS編集モード – 編集履歴の確認 
 

すべてのSDS編集履歴は、履歴ボタン から追跡および表示することができます。履歴アク

ティビティを表示するには、編集モードで履歴ボタンをクリックします。 

Steps: SDS手動編集履歴の確認 

 

1.​ ドキュメントアイコン の上にマウスを移動す

る  

2.​ SDS アイコンをクリックし、SDSを表示する 

3.​ SDS の右上隅にある編集ボタン をクリックす

る 

4.​ SDSのグリーン編集履歴ログを表示するため、履

歴ボタン をクリックする 

5.​ 変更を元に戻すには、任意の履歴上にマウスを
移動する。該当する場合は、履歴ログの横にある

変更を元に戻すをクリックする 

 

AuthorITeユーザーガイド version 1​ ​ Page 51 of 72 
Copyright©2024 by Chemwatch. All Rights Reserved 



  ​ ​   

 

手動編集履歴 
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3.0 その他の機能 
 

オーソリティは、システムが強化できる様々な機能を利用することができます。 

 

 

●​ 社内・社外に公開されたSDSを識別 

●​ GHSルール設定を無視 
●​ 規制負担 
●​ SDS編集モードのフレーズライブラリ 
●​ 危険有害性に分類されないその他の物質（HNOC） 
●​ 特定標的臓器毒性 (STOT) 

●​ 成分比率の標準化 
  

 

3.1 社内・社外に公開されたSDSを識別 

 
製品グリッド内で、作成されたSDSの公開ステータスとそのバージョン番号が「発行状況」列に表

示されます。 

 
 
作成されたSDSは、次の作成段階を経ることとなります。 

●​ ドラフト段階 

●​ レビュー・編集段階 

●​ 発行段階 

 

 

 

 

 

 

 

 

AuthorITeユーザーガイド version 1​ ​ Page 53 of 72 
Copyright©2024 by Chemwatch. All Rights Reserved 



  ​ ​   

ドラフトSDSでは、バージョン番号「0.1」が付与され、文書にドラフトの透かしが表示されます。公開

段階は次のとおりです。 

●​ 発行取消 

●​ 内部発行 

●​ 外部発行 

 

 
SDSは内部・外部に発行できます。ユーザーは内部で公開されたSDSと外部で公開されたSDSを簡

単に区別できます。 

SDS発行 概要 属性 

未発行 ドラフトのみの文書 Draft Only（ドラフトのみ）の透かしがSDS内に
斜めに表示されます 

内部発行 社内使用のみを目的として公開された

ドラフト文書 

社内に公開されたSDSには、注釈SDSバージョ
ン属性に「i」または「e」が付き、Internal Only
（社内専用）の透かしが表示されます 

外部発行 社外向けのリリース文書として公開さ

れたSDS 

公式配布用に編集されたSDSです。外部に公
開される文書には、透かしは表示されません 

 
 

 

現在のバージョン番号の後ろに「i」または「e」の注釈属性が追加され、ユーザーインターフェイス

ドロップダウンヘッダーに表示されます。 
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バージョン番号はグリッドの公開列に表示され、SDSのセクション1で利用できます。次の表は、発

行状況や更新により、SDSのバージョン番号が変わっていく例を示しています。 

バージョン番号　例 概要 

1.1 i SDS が1 回更新、1 回発行され、内部発行されていることを示して

います 

3.5 e SDSが5 回更新、3 回発行され、最終発行が外部として公開され

ていることを示します 

 

 

3.2 クレド設定 
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管理者はSDS設定内でオーソリティのクレド設定を変更することができます。 

 

●​ ユーザー作成単一物質の名前を優先する 

●​ 全てのGHSビルディングをブロック 

●​ GHSルールを無視 

  

 

 

クレド設定の属性 概要 

ユーザー作成単一物質の名

前を優先する 
ユーザーの単一物質名を優先したい場合は、チェックボックス にチェックを

入れます 

全てのGHSビルディングをブ

ロック 

 

クレド全てのGHSビルディングをブロックしたい場合は、チェックボックス に

チェックを入れます 

GHSルールを無視 

 
 GHSルールを無視したい場合は、チェックボックス にチェックを入れます。こ

の設定をオンにすると、ユーザーはSDSに含める分類を制御できるようになりま

す 

 
これらの設定は、クレド／オーソリティライセンスパッケージにのみ適用されます。 

ユーザー作成単一物質の名前を優先するのチェックボックスを有効にすると、ユーザーが作成し

た単一物質のSDSに、同義語データベースからこれらの名前を取得して、英語以外の言語で化学

品名を表示できるようになります。更新により、「ユーザー作成の単一物質」には、物質名ではな

く、データベースの化学品名が表示されるようになります。「ユーザー作成の単一物質」にはアス

タリスク付きのCAS番号が付いていますが、「ユーザー作成の単一物質」が成分として使用される

場合、同じ CAS (アスタリスクなし) が成分に表示され、成分名として使用されます。 

 

 
 

「全てのGHSビルディングブロック」設定では、特定の国や管轄区域の規制に関係なく、考えられ

るすべての危険有害性を表示できます。これは主に、国固有の危険有害性の分類に従わない

ユーザーに役立つため、ケムウォッチではこれをデフォルト設定として使用しないことをお勧めし

ております。 
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この設定をオンにすると、GHS分類が国の設定に関係なく、クレドフォームの [分類レビュー] タブ

にすべてのビルディングブロックが表示されます。 

 

この設定は、「GHSルールを無視」もチェックされている場合に、国のビルディングブロックを無視

したいユーザーにのみ役立ちます。 

 

 

 

 

3.3 規制負担 

 

規制負担とは、規制リストに掲載されている化学物質に関連する規制の度合いを示す指標で

す。このスコアは、製品に含まれる成分と、それらがネガティブまたはポジティブな規制リストにど

れくらい頻繁に含まれているかを基に算出されます。ケムウォッチ番号（CW番号）やSDS文書に基
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づく規制負担は、規制のレベルが色分けされた小槌アイコンで表示され、特定のバンドに分類さ

れます。この視覚的なサインは、各製品のグリッド内に表示され、ユーザーに対してその製品に

かかる規制の厳しさを一目で確認できます。 

 

 

 

規制負担レベル 色 規制の度合 

 
赤 極めて厳しい 

 
オレンジ 厳しい 

 
黄色 中程度 

 
緑 軽度 

 
規制負担が厳しい化学品は、職場の健康と安全に関する組織内の化学物質管理責任に影響を

及ぼす可能性があります。このレベル分けにより、作成されたSDSの規制負担を考慮するのに役

立ちます。 

 

 

3.4 フレーズライブラリ 

 
フレーズライブラリを使用すると、ユーザーは作成したSDSのカスタムフレーズを作成し、複数の

言語に翻訳することができます。この機能は「フレーズライブラリ」とも呼ばれ、ユーザーはドメイ

ンアカウント内に翻訳を保存できます。コードフレーズは、特定のフレーズにリンクされた識別タ

グのプレースホルダーとして機能し、多言語翻訳の保存を可能にします。フレーズライブラリ機能

には、ユーザーインターフェース内のツールバーのフレーズライブラリからアクセスできます。 

翻訳を追加するのは、手動で翻訳を追加／変更するよりも有効な手段となり、効率化に役立ちま

す。ユーザーは、フレーズライブラリの「インポート機能」を使用して、手動で1つずつアップロード

する時間を節約することもできます。 
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フレーズライブラリの画面 
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フレーズライブラリの作成モード 

 

 
 

3.5 特定標的臓器毒性 (STOT) 
 

オーソリティのSTOT機能は、STOT選択と呼ばれます。GHSでは、特定標的臓器毒性(STOT)分類：

H370(Cat1)、H371(Cat2)、H372(Cat1)、およびH373(Cat2)には、この毒性やその暴露経路によって

影響を受ける標的臓器または生体系などの情報を追加する必要があります。 
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物質に対してこれらの危険有害性が分類されている場合、ユーザーは影響を受ける標的臓器ま

たは生体系をリストから選択し、以下の選択肢から暴露経路を選択できます。  

●​ 経口  

●​ 経皮 

●​ 吸入 

これらの標的臓器／生体系／暴露経路のいずれかが選択された場合、SDSの第2章の危険有害

性情報内に表示されます。 

 

 

 

3.6 成分比率の標準化 

 
標準化機能は、混合物の合計濃度が100%を超えると、成分の割合を自動的に100%となるように

比率が変更されます。 

 

この調整はCredite Posteriフォームに反映され、フォームの成分レビューセクションに引き継がれ

ます。データを標準化する必要がある場合は、ポップアップメッセージが表示されて通知されま

す。 
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成分の割合が標準化されると、システムは算出した%の割合を生成し、そのデータは成分レ

ビューフォームとSDSの第3章に反映されます。 
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付録 
 

SDSの構造概要 
 
SDSの作成に関する包括的な構造要件は、実務規範（コード・オブ・プラクティス）から確認できま

す。 

セクション ヘッダー 

1. 化学品及び会社情報 ●​ 製品識別 

●​ その他の製品特定手段 

●​ 化学品の推奨用途と使用上の制限 

●​ 供給者の会社名、住所、電話番号 

●​ 緊急連絡先 

2. 危険有害性の要約 ●​ 危険有害性の分類 

●​ ラベル要素（注意事項を含む） 

●​ 分類に至らないその他の危険有害性 

3. 組成及び成分情報 ●​ 製品成分の特定 

●​ CAS番号およびその他の固有識別 

●​ 各成分の比率 

4. 応急措置 ●​ 必要な応急処置の説明 

●​ 曝露によって引き起こされる症状 

●​ 医療処置と特別な治療 

5. 火災時の処置 ●​ 適切な消火剤 

●​ 特有の危険有害性 

●​ 消防士のための特別な保護具と予防措置 

6. 露出時の処置 ●​ 個人のための予防措置、保護具、緊急時の手順 

●​ 環境に対する注意事項 

●​ 封じ込め、浄化の方法、機材 

7. 取扱い及び保管上の注意 ●​ 安全な取扱いのための注意事項 

●​ 安全な保管条件（混触危険性を含む） 

8. ばく露防止及び保護処置 ●​ 制御パラメータ – 暴露基準、生物学的モニタリング 

●​ 適切なエンジニアリングコントロール 

●​ 個人用保護具（PPE） 

9. 物理的及び化学的性質 ●​ 外観 

●​ 臭い 

●​ 嗅覚閾値 

●​ pH 

●​ 融点／凝固点 

●​ 沸点と沸点範囲 

●​ 引火点 

●​ 蒸発速度 

●​ 可燃性 
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●​ 可燃性または爆発性の上限／下限 

●​ 蒸気圧 

●​ 蒸気密度 

●​ 比重 

●​ 溶解度 

●​ n-オクタノール／水分係数 

●​ 自然発火温度 

●​ 分解温度 

●​ 粘度 

●​ 比熱値 

●​ 粒子サイズ 

●​ 揮発性有機化合物含有量 

●​ 揮発性成分 

●​ 飽和蒸気濃度 

●​ 目に見えない可燃性の蒸気およびガスの放出 

追加パラメータ ●​ 形状とアスペクト比 

●​ 結晶度 

●​ 粉塵性 

●​ 表面積 

●​ 凝集度／集塊度 

●​ イオン化（酸化還元電位） 

●​ 生体耐久性／生体持続性 

10. 安定性及び反応性 ●​ 反応性 

●​ 化学的安定性 

●​ 避けるべき条件 

●​ 混触危険性物質と危険有害反応可能性 

●​ 危険有害性のある分解生成物 

11. 有害性情報 ●​ ばく露経路に関する情報 

●​ ばく露に関連する症状 

●​ 毒性の数値的測定 

●​ ばく露による即時、遅延、慢性の健康影響 

●​ ばく露レベル 

●​ 相互作用の影響 

●​ データの制限 

12. 環境影響情報 ●​ 生態毒性 

●​ 残留性・分解性 

●​ 生体蓄積性 

●​ 土壌中の移動性 

●​ その他の有害影響 

13. 廃棄上の注意 ●​ 安全な取り扱いと廃棄方法 

●​ 汚染された容器の廃棄 

●​ 環境規制 
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14. 輸送上の注意 ●​ 国連番号 

●​ 国連輸送品名 

●​ 輸送時の危険性クラス 

●​ 容器等級 

●​ 環境有害性 

●​ 輸送中の特別予防処置 

●​ ハズケムコード（Hazchem Code） 

15. 適用法令 ●​ 当製品に対する特有の安全、健康、環境に関する規制 

●​ 毒物スケジュール番号 

16. その他の情報 ●​ 発行日／改定日 

●​ 定義及び略語 
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GHSピクトグラムとDGダイヤモンド標識 

9つの危険有害性ピクトグラムは、物理的、健康的、および/または環境的危険有害性を表しま
す。慢性的な健康危険には、発がん性物質、生殖毒性物質、変異原性物質、特定標的臓器毒性
物質、および吸引毒性物質が含まれます。WHS危険ピクトグラムとADGダイヤモンド標識の比較
表は下記のとおりです。 

危険有害性ピクトグラムとADG 
危険有害性 
ピクトグラム 

GHSの 
危険有害性  

危険物等級ラベル（ピクトグラム） 危険物クラス 

 
爆弾の爆発 

爆発性 
自己反応性 
有機過酸化物 

 

爆発性 

 
炎 

可燃性物質 
自己反応性 
自然発火性物質 
自己発熱性 
水反応可燃性 
有機過酸化物 

 

 

 

可燃性 
（液体、固体、気体） 
自然発火性 
可燃性ガスの放出 
有機過酸化物 
 

 

 
円上の炎 

酸化性 

 

 

酸化性 
酸化性ガス 

 

 
ガスボンベ 

高圧ガス 

 

 

無毒不燃性ガス 
可燃性ガス 
酸化性ガス 
有毒ガス 
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どくろ 

 

急性毒性 

 

 

急性毒性 
急性毒性ガス 

 

 
感嘆符 

急性毒性 
皮膚刺激性 
眼刺激性 
皮膚感作性 
 

該当なし 
 

 

 
健康有害性 

発がん性 
呼吸器感作性 
生殖毒性 
標的臓器毒性 
生殖細胞変異原性 

該当なし 

 
 

 
腐食性 

眼に対する重篤な
損傷・眼刺激性 
皮膚腐食性 
金属腐食性 

 

金属腐食性 
 
 

 
環境 

水生毒性 
職場の危険有害性
のある化学品要件
の範囲外 

 
 

環境有害性 

該当する危険有害性ピクトグラム
なし 
 

 

その他の危険物 
 

職場の危険有害性のある化学物
質要件の範囲外 

 

感染性 
 

職場の危険有害性のある化学物
質要件の範囲外 

 

放射性 
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NFPAダイアモンド標識 

 

 

NFPAダイアモンドと色別コード  

4つの区分は通常、色分けされており、青は健康被害のレベル、赤は可燃性、黄色は(化学)反応
性、白は固有の危険を示す特別なコードを示します。健康、可燃性、反応性はそれぞれ、0(危険
なし)から4(重大なリスク)のスケールで評価されます。詳細については、 http://www.nfpa.org/.  を
参照してください。 

ゴールドMSDSのセクション2には、該当する場合、このNFPAダイヤモンドが表示されます。これを
MSDSに表示するには、SDS設定パネルで該当の項目にチェックを入れる必要があります。 

 
健康有害性 （青） 可燃性（赤） 

0 

健康に対する危険有害性はないため、予防措置が必要

なく、通常の可燃性物質を超える危険性はない。（例：

水） 

0 

通常の火災条件下では燃えない材料。（例：

二酸化炭素）コンクリート、石、砂などの本質

的に不燃性の材料も含まれる。（空気中で 5 

分間、 816°C [1500°F]の温度で加熱しても燃

焼しない物質。） 

1 
ばく露により刺激を引き起こすが、ごく軽度の後遺障害

のみを引き起こしうる（例：アセトン） 
1 

あらゆる周囲温度条件下で、発火／燃焼が起

こる前に、かなりの予熱を必要とする物質。

（例：鉱油）発火前に加熱を必要としない微細

な浮遊物質も含まれる。（引火点は 93.4°C（

200°F）以上） 

2 

多量のばく露あるいは常習的でない連続暴露によって、

一時的能力障害を起こしうるか、後遺障害を起こす可能

性がある（（例：ジエチルエーテル） 

2 

適度に加熱するか、比較的高い周囲温度にさ

らさなければ発火しない物質（例：ディーゼル

燃料）や、加熱しなくても発火する微粒子の浮

遊物質。引火点は38°C（100°F）～93°C（200°F

） 

3 
短時間の暴露によって、一時的障害や中程度の後遺症

を引き起こしうる（例：塩素） 
3 

ほぼすべての周囲温度条件下で発火する可

能性のある液体および固体（微細な浮遊物質

を含む）。（例：ガソリン）引火点が23°C（73°F）

未満で、沸点が38°C（100°F）以上、または引

火点が23°C（73°F）から38°C（100°F）の間であ

る液体 

4 

極めて短時間のばく露でも死や重篤な後遺症を引き起

こしうる（例：シアン化水素、ホスフィン、一酸化炭素、サ

リン） 

4 

通常の大気圧と温度で急速または完全に蒸

発するか、空気中に容易に拡散し燃焼する 。

（例：アセチレン、ジエチル亜鉛）自然発火性

物質を含み、引火点は23°C (73°F)未満。 

特記事項 （白） 不安定性／反応性（黄色） 
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9B%E3%82%B9%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%80%E9%85%B8%E5%8C%96%E7%82%AD%E7%B4%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%83%AA%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%83%AA%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%BB%E3%83%81%E3%83%AC%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%82%A8%E3%83%81%E3%83%AB%E4%BA%9C%E9%89%9B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%AA%E7%84%B6%E7%99%BA%E7%81%AB%E6%80%A7%E7%89%A9%E8%B3%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%AA%E7%84%B6%E7%99%BA%E7%81%AB%E6%80%A7%E7%89%A9%E8%B3%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BC%95%E7%81%AB%E7%82%B9
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「特区事項（白）」には、複数の記号を含めることができる。次

の記号は、NFPA704規格で定義されている。 
0 
炎にさらされても通常は安定しており、水と反

応しない。（例：ヘリウム） 

OX 
酸化剤（例：過塩素酸カリウム、硝酸アンモニウム、過酸

化水素） 
1 
通常は安定しているが、高温や高圧になると

不安定になることがある。（例：プロペン） 

W 
水と異常または危険な反応を起こす（例：セシウム、ナト

リウム、硫酸） 
2 

高温高圧下では激しい化学変化を起こす、も

しくは水と激しく反応するか、水と混ざると爆

発性混合物を形成する可能性がある。（例：白

リン、カリウム、ナトリウム） 

SA 

単純な窒息性ガス。具体的には、窒素、ヘリウム、ネオ

ン、アルゴン、クリプトン、キセノンのガスに限定されま

す。 

3 

爆轟／爆発的分解を起こす可能性があるが、

強力な起爆源が必要か、起爆前に密閉状態

で加熱する必要があるか、水と爆発的に反応

するか、強い衝撃を受けると爆発する。（例：

硝酸アンモニウム、三フッ化塩素） 

  4 

常温常圧で容易に爆轟／爆発分解する可能

性がある。（例：ニトログリセリン、アジ化塩素、

二酸化塩素） 
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%98%E3%83%AA%E3%82%A6%E3%83%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%85%B8%E5%8C%96%E5%89%A4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%8E%E5%A1%A9%E7%B4%A0%E9%85%B8%E3%82%AB%E3%83%AA%E3%82%A6%E3%83%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A1%9D%E9%85%B8%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%83%A2%E3%83%8B%E3%82%A6%E3%83%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%8E%E9%85%B8%E5%8C%96%E6%B0%B4%E7%B4%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%8E%E9%85%B8%E5%8C%96%E6%B0%B4%E7%B4%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%94%E3%83%AC%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BB%E3%82%B7%E3%82%A6%E3%83%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8A%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%A6%E3%83%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8A%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%A6%E3%83%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A1%AB%E9%85%B8
http://en.wikipedia.org/wiki/Allotropes_of_phosphorus#White_phosphorus
http://en.wikipedia.org/wiki/Allotropes_of_phosphorus#White_phosphorus
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%AA%E3%82%A6%E3%83%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8A%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%A6%E3%83%A0
https://en.wikipedia.org/wiki/Asphyxiant_gas
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AA%92%E7%B4%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%82%B4%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%97%E3%83%88%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%82%BB%E3%83%8E%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A1%9D%E9%85%B8%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%83%A2%E3%83%8B%E3%82%A6%E3%83%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E3%83%95%E3%83%83%E5%8C%96%E5%A1%A9%E7%B4%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%88%86%E8%BD%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%88%86%E7%99%BA%E7%89%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8B%E3%83%88%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%AA%E3%82%BB%E3%83%AA%E3%83%B3
https://en.wikipedia.org/wiki/Chlorine_azide
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%8C%E9%85%B8%E5%8C%96%E5%A1%A9%E7%B4%A0
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ケムウォッチ eラーニング 

ケムウォッチは、下記の学習サイトから、アプリケーションについてさらに学習できる「トレーニン
グ ライブラリ」を提供しています。提供されているリンクを使用して、eラーニングのクイックスター
トガイド、製品、翻訳、コースにアクセスしてご利用ください。 

 

 

 

URL: https://chemwatch.training/bh-home/  

 

トレーニング 

ケムウォッチは、アプリケーションに関するトレーニングを提供しています。詳細については、 
training@chemwatch.netまで電子メールでお問い合わせください。 
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それは危険ではなく、  

リスクです！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケムウォッチ　本社  
1227 Glen Huntly Road 
Glen Huntly 
Victoria 3613 
 
ケムウォッチ日本支店　連絡先 
電話番号: +81 50 3033 5890 
メール: japan@chemwatch.net  
ウェブサイト: chemwatch.net/ja/ 
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